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は
ヒ
め
に
ロ
マ
ン
が
あ
っ
た

。

大林組ブOロジェクトチーム

広
大
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
横
切
り
、
東
ど
西
の
両
端
を
、
一
本
の
道
に
よ
っ
て
結
ん
で
み
よ
う
と
い
う
構
想
で
あ
る。

大
陸
の
東
端
に
は
、
対
馬
・
朝
鮮
の
ニ
海
峡
を
扶
ん
で
、
日
本
列
島
が
あ
る

。

こ
の
ニ
つ
の
海
峡
は
、
ウ
ル
ム
氷
期
の
最
盛
期
（
約
二

万
年
前
）
ま
で
は
、
海
水
面
の
上
下
運
動
に
よ
り
、
陸
続
き
と
な
り
、
ま
た
海
峡
と
な
っ
た
り
し
て
い
た

。

旧
人
ど
呼
ば
れ
る
人
類

は
、
そ
の
陸
続
き
の
道
を
渡
り
日
本
へ
と
た
ど
り
着
き
、
ナ
ウ
マ
ン
象
は
内
陸
湖
と
な
っ
た
日
本
海
周
辺
に
住
み
つ
い
た
ど
い
わ
れ

る
。

彼
ら
が
歩
い
て
き
た
道
は
、
い
ま
海
の
底
に
あ
る

。

一
方
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
西
端
に
は
、
ド
l

パ
l

海
峡
を
境
と
L

た
イ

ギ
リ
ス
が
あ
る

。

か
の
地
に
青
銅
文
化
ど
巨
石
文
明
を
残
し
た
新
石
器
時
代
の
イ
ベ
リ
ア
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
か
ら
陸
続
き
の
道

を
た
ど
り
、
イ
ギ
リ
ス
ヘ
渡
っ
た
と
い
わ
れ
る

。

彼
ら
イ
べ
リ
ア
人
の
道
も
、

こ
う
し
た

「
道
」の
誕
生

ど
消
滅
の
歴
史
を
背
景
に
、

都
ー
ー

東
京
ど
ロ
ン
ド
ン
を
、

い
ま
は
海
の
成
一
で
あ
る。

太
古
以
来
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
大
陸
文
化
と
深
く
結
ぴ
つ
い
て
き
た
東
西
ニ
つ
の
小
島
の
首

現
代
の
道
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
に
よ

っ
て
つ
な
い
で
み
よ
う
と
考
え
た

。

大
陸
に
一
本
の

わ
れ
わ
れ
は

海
を
渡
り
、

ル
ー
ト
を
求
め
る

ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
構
想
で
あ
る

。
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ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ド
ラ
イ
～
フ
ウ
ェ
イ
の
ル

l

ト
を
め
ぐ
っ
て

－
地
上
に
星
座
を
描
く
試
み

ル
ー

ト

（経
路
）
は
古
来
、
旅
人
に
と

っ
て
は
地
上
の
星
座
で
あ
っ
た
。
天
空
の
星
座

が
、

進
む
べ
き
方
角
を
ぷ
し

た
よ
う
に
、

ル
ー
ト
は
、
旅
人
に
進
路
を
与
え
た

。

紀
元
前
一
千
年
の
昔
に
、
東
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
に

存
在
し
た
と
い
わ
れ
る

商
業
ル
！
卜
「
現

あ
ま

が
わ

拍
の
道
」

は
、
バ
ル
ト

海
か
ら
地
中
海
へ
と

流
れ
る
天
の
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
四
筋
の

大
き
な
ル
l

ト

の
中
に
、
無
数
の
星
にた
と
え
ら
れ
る
小
さ
な
町
や
村
を
包
み
込
ん
で
い

た
。

旅
人
は
、
各
々
の
旅
の
目
的
に
従
っ
て
ルl
ト
を
選
び
、
多
く
の
町
や
村
仁
宿
り
な

が
ら
、
点
々
と
皐
を
結
ぶ
旅
を
し
た
の
で
あ
る
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ル
l

ト
は
、
裏
返
し
に
拙
か
れ
た
北
斗
七
星
の
形
を
思
わ
せ
る。
中

ひ
L
P
〈

同
の
ト
内
部
長
安
（
引
在
の
丙
交
）
を
発
っ
た
旅
人
は
、
や
が
て
柄
杓
の
底
の
形
を
な
ぞ
る

よ
う
に
、
タ
リ
ム
盆
地
の
中
心
に
あ
る
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
北
側
か
南
側
か
を
迂
回
し
、

，
、

パ
ミ

l

ル
古川
原
方
両
へ
と
向
か
う
。

次
い
で
北
斗
七
星
の
柄
杓
形
と
似
て
、
反
っ
た
柄
杓

え

の
柄
を
た
ど
る
よ
う
に
、
巾l
央
ア
ジ
ア
、
丙
ア
ジ
ア
の
北
方
に
位
置
す
る小
さ
な
星
（
町）

を
結
ぶ
旅
を
し
て

、

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
諸
都
山

へ
と
至
る
の
で
あ
る
。

こ

う
し
た
古
代
の
ル

ー
ト

の
多
く
が
、
山
脈
や
河
川
の
み
な
ら
ず
、
数
多
く
の
同
境
を
も
貫
い
て
続
い
て
い
た

事
実
が
、
な
お
史

、

境
界
の
な
い
天
空
に
’U
－
川に
思
い
柿
か
れ
る
日
牛
肉
を
連
必
さ
せ
る
。

今
川
、
わ
れ
わ
れ
が
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
構
想L
の
も
と
に
、
東
京
と

ロ
ン
ド
ン
を
結
ぶ
ル
l

卜
の
研
究
調
売
を
お
こ
な
う
に
際
し
て
も
、
こ

の
「
ル
l

卜
は
地

上
に
崎
か
れ
た
星
座
で
あ
る
」
と
の
与
え
に
立
脚
し
た

。

引
在
、
同
交
断
絶
の
名
の
下
に
、

凶
境
を
越
え
て
の
尚
一
行
が
小
叶
能
な
地
域
が
い
く
つ
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た

3

一同

山
に
も
、
道
は
実
際
に
は

つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

近
い
将
末
、
こ

こ
に
提
案
す
る
ユ
ー

ラ

シ

ア
・
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
ル
ー
ト
が
、
全
域
に
お
い
て
通
行
叶
能
と
な
る
こ
と
を
願

わ
れ
わ
れ
は
地
上
に
、

a

つ
の
足
砲
を
附
い
て
み
た
の
で
あ
る。

い
な
が
ら

、
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起
点
東
京
か
ら

海
の
道
へ

ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
東
の
起
点
で
あ
る
東
京
か
ら
、
一
路
西

へ
向
か
う
日
本
国
内
部
分
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
問
題
点
は
全
く
無
い
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

東
名
高
速
道
路
、
名
神
高
速
道
路
か
ら
、
中
国
自
動
車
道
へ

と
連
絡
す
る
ニ
と
に
な
る
が
、
中
国
自
動
車
道
の
全
線
開
通
も
遠
く
な
い。
関

門
橋
を
渡
る
と
九
州
自
動
車
道
へ
入
り
、
佐
賀
県
多
久
市
か
ら
国
道
を
利
用
し

b
A，、
L引
、
』

て
北
上。
声
急
庫
市
を
抜
け
て
、
東
松
浦
半
島
の
北
端
、
呼
子
を
め
ざ
す
。

こ
の
呼
子
の
地
が
、
今
回
、
大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム
が
挑
戦
し
た

「
海
の
道
」
の
起
点
で
あ
る。
呼
子
か
ら
、
沖
に
浮
か
ぶ
加
部
島、

加
唐
島
を

結
び
、
更
に
壱
岐
水
道
を
渡
る
道
は
、
海
を
見
降
ろ
す
橋
梁
ルl
卜
て
あ
る
。

ひ
れ
ひ
め

〈
海
原
の
沖
行
く
船
を
帰
れ
と
か
領
巾
振
ら
し
け
む
松
浦
佐
用
比
膏
〉

わ
お
お
と
も
の
与
で
ひ
ょ

大
和
朝
廷
の
昔
、
軍
団
を
率
い
て
新
羅
へ
と
向
か
う
大
伴
狭
手
彦
を
追っ
て

、

恋
人
の
松
浦
佐
用
姫
は
加
部
島
へ
と
渡
り、

そ
の
地
か
ら
、
遠
く
消
え
て
い
く

狭
手
彦
の
船
に
手
を
振
り
な
が
ら
、
つ
い
に
石
と
化
し
た
と
い
う
そ
の
悲

恋
の
伝
説
の
地
を
、

い
ま
に
佐
用
姫
の
思
い
を
遂
げ
る
よ
う
に
、

現
代
の
橋
梁

が
結
ん
で
い
く。
二
の
あ
た
リ
は
普
か
ら
大
陸
へ
の
窓
口
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

。

壱
岐
の
島
内
を
北
上
し
、
勝
本
か
ら
は
延
長
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
底
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
、
対
馬
の
安
神
に
上
陸
す
る。

更
に
対
馬
の
島
内
を
北
上
し

、

佐
護
の
地
か
ら
、
今
度
は
海
中
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
朝
鮮
海
峡
を
横
断
。

大
陸

へ
の
上
陸
地
は、

大
韓
民
国
の
釜
山
と
し
た
。

東
松
浦
半
島
の
呼
子
か
ら
大
韓

民
国
の
釜
山
へ
の

、

ニ
の
「
海
の
道
」
ニ
そ
は、

ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ト
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
の
最
大
の
難
関
部
分
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
力
点
も
こ
こ
に

置
か
れ
て
い
る
の
で
、

別
途
詳
述
し
た
。

2 

北
京
か
ら
レ
内
部
西
安
へ

大
陸
の
起
点
と
な
る
釜
山
か
ら

京
城
へ
の
四
百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
京

釜
（
き
ょ

ん
ぶ
う

）
高
速
道
路
が
存
在
す
る
の
で
、
問
題
は
無
い
だ
ろ
う
。

京

械
で
高
速
道
路
を
出
る
と
、
再
び
一
般
道
を
北
上
し
、
三
十
八
度
線
を
越
え
て

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
平
壌

、

更
に
国
境
の
鴨
緑
江
を
渡
河
し
て
中
国

の
渚
陽
へ
と
至
る
ル
ー
ト
を
選
ん
だ。

そ
こ
か
ら
遼
東
湾
の
西
岸
を
南
下
し
て

天
津
を
抜
け
、
北
京
の
町
へ
と
至
る
。

一
九
三
五
年、

西
域
を
探
険
し
た
エ
リ
ッ

ク
・
タ
イ
ク
マ
ン
は

、

こ
の
地
北

京
か
ら
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂漠
の
西
の
町
カ
シ
ュ
ガ
ル
へ
と
至
る
自
動
車
ルl
卜

を
夢
見
た
。

そ
の
著
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
へ
の
旅
」

の
中
で
、

タ
イ
ク
マ
ン
が
描

い
た
。

北
京
・
カ
シ
ュ
ガ
ル
問
自
動
車
案
内H
の
ル
ー
ト
は
、
北
京
か
ら
ゴ
ビ

砂
漠
を
抜
け
て

、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
西
域
北
道
と
呼
ば
れ
る
街
道
を
西
へ
進
む

も
の
で
あ
る
。

有
名
な
探
険
家
ス
ウ
エ
ン
・
へ
デ
ィ
ン
が
考
え
た
自
動
車
ル
ー

ト
も

、

ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る。
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
う
し
た
探

険
家
た
ち
の
夢
を
再
現
す
べ
く
、
こ
の
ル
l

ト
に
つ
い
て
検
討
し

、

ま
た
、
ゴ

ビ
砂
漠
か
ら
南
下
し
て
万
里
の
長
城
を
横
切っ
て
蘭
州
へ
と
至
る
道
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
が
、
ニ
の
モ
ン
ゴ
ル
草
原
ル
l

卜
は
比
較
的
険
し
い
と
の
情
報
を

得
て
断
念
し
、
新
し
く
黄
河
本
流
沿
い
の
ル
l

卜
を
採
っ
た
。

そ
れ
は
北
京
か

ら
一
気
に
南
下
し
て
黄
河流
域
へ
至
り、

洛
陽
か
ら
西
へ
進
み

、

か
つ
て
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
東
端
の
都
と
し
て
漢
人
と
胡
人
が
西
域
の
夢
を
結
ん
だ
町、

西
安

（
昔
の
長
｛
女
）
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る

。

3 

川
西
回
廊
か
ら
タ
ク

ラ
マ

カ
ン

砂
漠
へ

か
せ
い
か
い
ろ
う

黄
河
上
流
の
西
方
に
広
が
る
ス
テ
ッ
プ
地
帯
を
、
河
西
国
廊
と
呼
ぶ

。

古
都

西
安
の
更
に
西
に
位
置
す
る
蘭
州
の
町
か
ら
、
ゴ
ビ
砂
漠
と
祇
連
（チ
｜
リ
エ

ン
）
山
脈
と
に
挟
ま
れ
る
形
で
、
西
へ
西
へ
と
細
長
く
伸
び
る
地
域
で
あ
り
、

日
本
人
に
馴
染
み
深
い
陽
聞
や
、
有
名
な
敦
慢
の
遺
跡
は
そ
の
先
に
あ
る

。

『
西
出

ゴ
レ
ハ
陽
間

→無
ゴ
フ
ン
故
人

一』
詩
人
の
王
維
が
残
し
た
別
れ
の
詩
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
西
域
へ
の
関
所
で
あ
っ
た
陽
聞
か
ら
西
は
、
未
聞
の
土
地
で
あ
り、

再
会
す
ら
お
ぼ
つ
か
な
い
旅
程
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

西
安
、

蘭
州
と
過
ぎ
て
西
へ
進
む
と
、
道
は
半
ば
自
然
に
河
西
回
廊
へ
と
向

か
い
、

か
つ
て
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
メ
イ
ン
ル
｜
卜
を
辿
る
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
決
し
て
一
本
の
道
筋
で
は
な
い。

例
え
ば
敦
煙
か
ら
わ

か
れ
て
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
南
側
を
通
る
西
域
南
道

。

北
側
へ
迂
回
し
て

進
む
西
域
北
道可
あ
る
い
は
日
本
陸
軍
少
佐
日
野
強
が
か
つ
て
「
伊
整
紀
行
」

と
し
て
著
し
た
よ
う
に
、
天
山
山
脈
の
北
方
の
町
ウ
ル
ム
チ
（
烏
魯
木
斉
）
か

ら
イ
り
を
抜
け
、

現
在
の
ソ
ビ
エ
ト
領
へ
と
北
進
す
る
天
山
北
路
な
ど
が

、

古

く
か
ら
中
心
的
な
ル
l

ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

大
げ
さ
に
一
言
守
え
ば
、
天
山

山
脈
や
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
あ
る
新
彊
地
区
を
横
切
っ
て
、
東
西
を
結
ぶ
全

て
の
道
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
一
部
な
の
で
あ
る。

そ
う
し
た
数
多
い
道
筋
の
中

か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
蘭
州
か
ら
河
西
国
廊
を
西
へ
進
み

、

ハ
、
、
二
時
密
）
を

通
り

、

天
山
の
山
並
み
を
越
え
て
ウ
ル
ム
チ
へ
至
る
ル
l

ト
を

採
っ
た
。

調
査

の
結
果
、

か
つ
て
は
別
離
の
地
と
し
て
知
ら
れ
た
－
｝
の
地
域
に
も

、

現
在
は
蘭

新
公
路
と
呼
ば
れ
る
舗
装
道
路
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

。

4 

カ
ラ
コ
ル
ム
越
え
の
道

ウ
ル
ム
チ
か
ら
先
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
度
南
下
し
て
ト

ル
フ
ァ
ン
（
吐
魯
番）
を
通
り

、

へ
デ
ィ
ン
や
タ
イ
ク
マ
ン
が
頭
に
描
い
た
タ

ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
北
側
の
西
域
北
道
ルl
卜
を
、

ク
チ
ヤ
（
庫
車
）、

ア
ク
ス

（
阿
克
蘇
）
と
辿
り

、

紀
元
前
の
昔
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
中
継
的
商
業
都
市

と
し
て
繁
栄
し
た
カ
シ
ュ
ガ
ル
（
噂
什）
の
町
へ
と
至
る
も
の
で
あ
る。
二
れ

は
、

実
際
に
現
地
を
自
動
車
で
走
っ
た
人
た
ち
か
ら
情
報
を
入
手
す
る
な
ど、

各
方
面
に
調
査
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
こ
の
地
域
と
し
て
は
か
な
り
優
れ
た
舗

装
道
路
が
存
在
す
る
と
の
確
信
を
得
た
か
ら
て
あ
る
。

カ
シ
ュ
ガ
ル
か
ら
は

、

パ
ミ
l

ル
高
原
の
北
を
越
え
て
西
へ
進
み、

サ
マ
ル

カ
ン
ド
方
面
へ
と
抜
け
る
ル
l

ト
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が、

も
う
一
つ
、

ヵ

シ
ュ
ガ
ル
の
南
に
あ
る
ヤ
ル
カ
ン
ト
川
の
水
域
か
ら、

カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
を
越

え
て
、
イ
ン
ダ
ス
川
上
流
水
域
を
め
ざ
す
ルー
ト
も
、
昔
ー
か
ら
よ
く
利
用
さ
れ

て
い
た
。

中
園
、
ソ
ビ
エ
ト
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
三
国
の
国
境
近
く
を
抜
け
、

K
2

で
有
名
な
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
西
側
を
貫
い
て

、

フ
ン
ザ
、
ギ
ル
ギ
ツ
ト

と
い
っ
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
町
へ
と
続
く

道
で
あ
る。

5 
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紀
元
二
世
紀
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
地
理
学
者
。
フ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
著
「
地
理
」

に
は
、
ユ
l

フ
ラ
テ
ス
河
の
渡
河
地
点
か
ら
セ
レ
ス
国
へ
至
る
道
の
記
述
が
あ

り
、
ぞ
れ
は
こ
の
付
近
の
ルl
ト
で
あ
る
と
の
解
釈
も
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ

ほ
ど
古
く
か
ら
聞
け
て
い
た
道
で
は
あ
る
が
、
一
方
、
原
始
的
な
吊
橋
に
よ
っ

て
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
難
所
も
、
数
多
く
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る。

だ
が
現
在
、
二
の
地
に
は
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

。

昨

年
末
に
全
線
開
通
し
た
ば
か
り
の
、
カ
ラ
コ
ル
ム
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
あ
る

。

中
国
の
軍
用
道
路
と
も
言
わ
れ
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
だ
け
に
、
中
国
内
で
の
詳
細

は
知
ら
れ
て
い
な
い。

だ
が
パ
キ
ス
タ
ン
内
で
は
、
上
下
二
車
線
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
道
路
が
険
し
い
山
腹
を
め
ぐ
り
、
フ
ン
ザ
、
ギ
ル
キ
ッ
ト
を
通
っ
て
、

首
都
イ
ス
ラ
マ
パ
l

ド
ま
で
通
じ
て
い
る。

5 

ア
ジ
ア
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
西
へ

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か
ら
イ
ン
ダ
ス
川
沿
い
に
流
れ
と
同
じ
方
向
へ
下
る
と
、

河
口
の
都
市
カ
ラ
チ
へ
と
出
る。

こ
の
ル
l

卜
は
、
西
域
か
ら
海
（
イ
ン
ド
洋
）

へ
出
る
道
と
し
て
、
か
つ
て
利
用
さ
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
、
途
中
に
は
、
人
類

最
古
の
都
市
と
い
わ
れ
る
モ
へ
ン
ジ
ョ
・
ダ
ロ
の
遺
跡
、
が
あ
る

。

一
方
、
イ
ス

ラ
マ
ポ
ハ
ー
ド
に
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
に
お
け
る
舗
装
道
路
網
建
設
の
基
幹
と
も
い

え
る
ア
ジ
ア
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
1

喜
換
が
通
っ
て
も
い
る。

一
九
六O
年
か
ら

計
画
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
の
道
路
網
は
、
東
南
ア
ジ
ア
と
西
ア
ジ
ア
の
諸
国

を
結
ぶ
も
の
だ
が
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
い
っ
て
も
高
速
道
路
で
は
な
く
、
各
国
の

国
道
級
道
路
を
整
備
し
て
つ
な
い
で
い
る。

イ
ス
ラ
マ
パ
l

ド
を
通
る
1

号
線
（
A
1

）
は
、
酉
へ
進
む
と
ハ
イ
パ
ル
峠

を
越
え
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ブ
ー
ル
へ
至
る
が
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
の
ル

ー
卜
を
採
用
し
た。
A

ー
を
西
へ
更
に
走
る
と
、
イ
ラ
ン
と
の
国
境
に
近
い
へ

一
フl

卜
に
至
り
、
や
が
て
国
境
を
越
え
て
回
教
シl
ア
派
の
聖
地
メ
シ
ヤ
ド
へ

か
ん

と
着
く
。

こ
の
間
の
高
原
地
帯
に
は
、
古
来
、
馬
術
の
技
と
勇
壮
な
気
性
を
誇

り
と
す
る
遊
牧
騎
馬
民
族
が
住
み
着
き
、
昔
な
が
ら
の
遊
牧
移
動
ル
ー
ト
を
守

り
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る。
彼
ら
は
、
牧
草
を
求
め
て
南
北
に
何
百
キ
ロ
も
の

移
動
を
繰
り
返
す
が
、
そ
の
伝
統
的
な
遊
牧
民
の
ルl
卜
と
、
東
西
に
伸
び
る

新
し
い
ア
ジ
ア
の
道
が
交
差
す
る
の
が
、
二
の
辺
り
の
高
原
地
帯
で
あ
る
。

！毛，.白・回』

6 

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
の
架
け
橋

聖
地
メ
シ
ャ
ド
の
モ
ス
ク
を
あ
と
に
、
A

ー
は
更
に
西
進
し
て
イ
ラ
ン
の
首

都
テ
へ
ラ
ン
に
至
る。

ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ト
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
ル
l

卜
は

、

A
ー

を
そ
の
ま
ま
走
り
続
け
て
ト
ル
コ
と
の
国
境
を
め
ざ
す
が
、
支
線
の
ル
l

卜
と

し
て
は
、
テ
へ
ラ
ン
か
ら
紅
海
の
方
角
へ
南
下
す
る
と
ぺ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
遺
跡
、

ま
た
A
2

に
入
っ
て
南
西
へ
向
か
う
と
パ
ビ
ロ
ン
の
遺
跡
へ
と
、
道
の
歴
史
と
は

縁
の
深
い
二
つ
の
遺
跡
を
訪
ね
る
こ
と
も
可
能
だ。

メ
イ
ン
ル
｜
卜
で
あ
る
A
1

は
、
や
が
て
国
境
の
町
パ
ザ
ル
ガ
ン
に
お
い
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
幻
号
線
（E
幻
）
に
直
結
す
る。
E
m
は
、
西
へ

進
ん
で
、
ヒ
ツ
タ
イ
ト
文
明
や
口
｜
マ
帝
国
時
代
の
影
を
宿
す
ア
ン
カ
ラ
の
町

へ
と
入
リ
、
そ
ニ
で
E
5

と
出
会
う
の
で
あ
る
。

こ
の
E
5

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
大
幹
線
道
路
の
一
つ
だ
が
、
ア
ン
カ
ラ
を
出
て
ま
も
な
く
、
黒
海
の

南
、
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
を
渡
る。

こ
の
海
峡
に
架
か
る
ボ
ス
ポ
ラ
ス
橋
は
、
近

代
的
な
機
能
美
を
誇
る
巨
大
な
吊
橋
で
、
二
の
地
が
東
西
の
接
点
イ
ス
タ
ン
プ

ー
ル
文
字
通
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
架
け
橋
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

7 

ド

l

パ
ー
を
越
え
て

ア
ン
カ
ラ
で
選
ん
だE
5

の
ル
｜
卜
は
、
東
欧
諸
国
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

西
ド
イ
ツ
、

ベ
ル
ギ
ー
を
通
り
、
ド
l

パ
l

海
峡
ま
で
続
く
三
千
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
一
本
道
で
あ
る。

従
っ
て
最
短
距
離
を
採
る
な
ら
ば
、
こ
のE
5

を
走
り

続
け
る
方
法
も
あ
る。

だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ハ
イ
ウ
ェ

イ
地
図
と
資
料
を
前
に
し
て
論
議
を
重
ね
た
結
果
、
全
く
逆
の
考
え
に
基
づ
い

て
ル
l

ト
を
選
ん
で
み
る
ニ
と
に
し
た。
ぞ
れ
は
、
東
名
高
速
・
名
神
高
速
の

下
地
に
旧
裏
書
が
あ
り
、
カ
ラ
コ
ル
ム
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
や
ア
ジ
ア
・
ハ
イ
ウ

ェ
イ
の
下
地
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が
あ
る
な
ら
ば
、
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ハ
イ

ウ
ェ
イ
を
走
り
な
が
ら
で
も
、
古
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
道
を
い
く
ら
か
は
辿
っ

て
み
る
二
と
が
で
き
る
は
ず
だ
、
と
い
う
考
え
で
あ
る。

イ
ス
タ
ン
プ
ー
ル
か
ら
E
5

を
西
へ
走
り
、
ソ
フ
ィ
ア
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
）
、
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
（
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
）
の
二
都
市
を
通
る
と
、
そ
こ
か
ら
サ

I

べ

川
沿
い
に
伸
び
るE
M
へ
と
入
り
、
ま
ず
ロi

マ
へ
の
道
を
採
る
こ
と
に
し
た。

「
全
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に
通
ず
」
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
帝
国
が
世
界
に
誇
っ
た
ロ
ー

マ
道
は
、
ニ
の
付
近
を
通
り
、
遠
く
西
ア
ジ
ア
へ
も
伸
び
て
い
た

。

ア
ッ
ピ
ア
街
道
の
遺
跡
を
残
す
イ
タ
リ
ア
に
は
、
他
に
も
ポ
ン
ペ
イ
の
都
市

道
路
な
ど
が
あ
る
が
、
ロ
ー
マ
か
ら
はE1
を
北
よ
し
て
、
ジ
エ
ノ
パ
へ
と
向

か
う
。

二
の
町
の
付
近
は
、
「
琉
泊
の
道
」
時
代
か
ら
栄
え
た
商
業
圏
で
あ
り

、

わ
れ
わ
れ
も
紀
元
前
三
千
年
の
往
古
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
バ
ル
ト
海
の
方

角
を
め

、

ざ
し
て
み
た
い
と
考
え
た
。

そ
こ
で
E
9

を
北
上
し
て
ミ
ラ
ノ
を
抜
け、

ア
ル
プ
ス
越
え
の
ル
｜
卜
を
採
っ
て
チ
ユ
｜
リ
ヒ
へ
と
至
る

。

次
い
で
国
境
を

北
上
し
て
ド
イ
ツ
へ
と
入
り
、
八
世
紀
パ
バ
リ
ア
地
方
の
面
影
を
宿
す
と
い
わ

れ
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
の
昔
を
思
い
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
向
か
う

の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
、

前
述
の
E
5

と
再
会
す
る
。

そ
こ
か
ら
は

ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
を
抜
け
てE
引
を
走
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
港
町
カ
レ

ー
に
至
れ
ば
、
眼
前
に
広
が
る
海
が
ド
l

パ
l

海
峡
で
あ
り
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
・

ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
2

万
キ
ロ
の
旅
も
い
よ
い
よ
終
り
に
近
い。

そ
の
最
後
を
飾
る
海
の
道
ド
l

パ
｜
海
峡
は
、
幅
約
＝
一
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

最
大
水
深
約
六
十
メ
ー
ト
ル
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
を
は
じ
め
、
多
く
の
者
た
ち
が
二

の
海
峡
に
道
を
つ
け
る
こ
と
を
夢
想
し
、
海
底
ト
ン
ネ
ル
の
た
め
の
試
掘
は

、

す
で
に
百
年
も
前
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た。

そ
の
後
も
英
仏
両
サ
イ
ド
か
ら
掘

削
工
事
が
進
み
、
経
済
難
な
ど
の
理
由
か
ら
現
在
中
断
し
て
は
い
る
が
、
技
術

的
に
は
問
題
は
な
く
、
い
ず
れ
海
底
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、
フ
ォ
ー
ク
ス
ト
ン
の
町
へ
上
陸
す
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
ま
で
は
初
号
線
を
一
直
線
の
道
で
あ
る
。

地
上
に
、

ル
l

卜
と
い
う
名
の
星
座
を
描
く
わ
れ
わ
れ
の
試
み
の

、

最
後
の
巨
大
な
星
が
、

そ
こ
に
あ
る
。

8 
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を

J士
，，、口

ぶ

；毎

の

－
日
本
か
ら
大
陸
へ

ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
ル
1

ト
中
、
わ
れ
わ
れ

プ

ロ

ジ
ェ
ク

ト
チ
l

ム
の
メ
ン
バ
ー
が
も
っ
t

も
注
目
し
た
の
は
、

日
本
か
ら
大
陸
へ
の
道
、
つ
ま
り
壱
岐
水
道
、
対
馬
海
峡

、

朝
鮮

海
峡
の
三
つ
の
海
の
部
分
で
あ
る。

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
こ

は
数
万
年
の
昔

、

陸
続
き
の
地
で
あ

っ
た
。

だ
が
現
在
は
、
荒
海
の
玄
海
灘
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

風
が
強
く
、
海
が
荒
れ
や
す
い
地
域
で
あ
る
。

調
査
の
過
程
で
、

海
底
地
層
の

一部
に
断
層
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た
台
風
の

通
り
道
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た

幾
つ
か
の
間川
難
を
踏
ま
え
た
上
て
、
わ
れ
わ
れ
はこ

の
海
に
、

一
本
の
道
を
つ
け
て
み
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
の

調
査
を
進
め
て
い
く
段
階
で
、
四
十
年
前
に
残
さ
れ
た

一
つ
の
遠

大
な
計
画
と
め
や
り
あ
っ
た
の
で
あ
る。

そ
れ
は
戦
前
の
鉄
道
省
が
計
画
し
た
大
陸
横
断
、
及
び
環
日
本

海
鉄
道
建
設
計
画
で
あ
り
、
関
門
鉄
道
ト

ン
、
不
ル
、
青
函ト
ン
、
不

ル
と
共
に
、
対
鳥
海
峡
ト

ン
、
不
ル
に
つ
い

て
の
調
査
が
お
こ

な
わ

れ
て
い
た
。

昭
和
十
六
年
の
弾
性
波
調
査
、
十
七
年
の
ポ
ー
リ
ン

グ
調
査
が
そ
れ
だ
が
、
戦
局
悪
化
に
よ
り
実
を
結
、
ば
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

こ

の
計
画
は
、
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム

の
構
想

と
は
、

意
図
も
形
態
も
異
な
っ
て
は

い
る
が
‘
海
を
波
る
道
へ
の

4

つ
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
。

海
峡
を
道
て
一
ぬ
る
に
は
、
現
在
、一て
種
の
ト
刀
法
が
あ
る
。

ら
’
A
t

い

橋
梁
、
海
底
ト
ン
、
不
ル
、
沈
埋
ト
ン
、
不
ル
で
あ
る
が
今
回
わ

れ
わ
れ
は
、

二
一つ
の
海
に
そ
れ
ぞ
れ
橋
梁
、
海
底
ト
ン
、不
ル
、
そ

し
て
沈
埠

一ト
ン
、
不
ル
の

，

棺
と
も
い
え
る
海
中
ト
ン
、
不
ル
を
適
用
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呼
子
町
上
空
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ら
加
部
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を
の
ぞ
む
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．
壱
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・
勝
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町

c
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対
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・
竜
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崎
、
安
神
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対
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（
第
一
区
間
）

ル
ー
ト
編
に
お
い
て
記
述
し
た
よ
う
に
、
渡
海
の
H

本
側
の
起

点
は
東
松
浦
半
島
唐
津
市
の
北
卜
刀
に
あ
る
呼
子
町
で
あ
る
。
第一

区
間
は
、
こ
の
呼
子
の
西
方
か
ら
、
海
上
を
加
部
島
、
加
唐
島
と

渡
り
継
ぎ
、
約
二
十
J
υ

の
海
上
を

一気
に
越
え
て
壱
岐
の
石
田

町
へ
と
上
陸
す
る
。
総
延
長
三
十
二
・

O
J
H
U
（
海
上
部二
十
二
・

一
キ
ロ
灯
）
で
あ
り
、
こ
の
区
聞
を
橋
梁
に
よ
っ
て
つ
な
「
。

こ
の
区
間
に
お
け
る
橋
梁
基
礎
施工
地
点
の
ぶ
涼
は
、
深
い
所

で
も
五
十
灯
で
あ
り
、
現
在
の
土
木
技
術
で
基
礎
工
事
が
充
分
可

能
で
あ
る
。
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
案
を
検
討
し
た
が
、

水
深
、
橋
梁
支
問
、
陸
上
部
に
お
け
る
土
地
の
利
用
状
況
な
ど
を

者
ぜ
臆
して
、
ル
l

卜
図
に
示
す
も
の
と
し
た

。
な
お
途
中
、
加
部
色
司

加
唐
島
、
及
び
壱
岐
水
道
に
、
曲
線
区
間
山
ヵ
所
を設
け
て
い
る

。

橋
梁
の
形
式
は
、
呼
子
か
ら
加
唐
島
ま
で
は
斜
張
橋
と
桁
橋
と

し
、
そ
の
先
は
吊
橋。
壱
岐
付
近
で
は
再
び
斜
張
橋
と
桁
橋
と
す

る
斜
張
橋
は
、
機
能
が
直
線
で
表
現
さ
れ
た
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
美

し
き
を
持
っ
た
橋
、
て
、
理
論
的
に
は
長
大
橋
に
も
適
し
て
い
る
と

さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
加
部
島
か
ら
加
唐
島
に
至
る
橋
梁
の
最
大

ス

パ
ン
は
千
立
百
口で
あ
り
、
斜
張
橋
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
経

験
の
な
い
大
ス
パ
ン
の
も
の
で
、
異
論
も
あ
っ
た
が
、
最
大
ス
パ

ン
千
三
百
六
十
れ
の
、
メ
ッ
シ

ナ
架
橋
計
画
（
イ
タ
リ
ア
本
十
と
シ

テ
リ
ア
島
を
結
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
お
け
る
入
賞
案
の
．
つ
、

カ
リ
l

－
一
・
グ
ル
ー
プ
案
を
参
考
と
し
、
そ
の
延
長
上
に
計
画
を

立
て
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
加
唐
島
か
ら
壱
岐
ま
で
の
長
い
海
上
部
分
は
吊
橋
と
し
、

千
・
二
千
・

一
－

千
・
千
灯
の
ス
パ
ン
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
橋

を

二
橋
架
け
る
。

吊
橋
は
、
曲
線
と
直
線
を
近
代
技
術
が
見
事
に
バ
ラ
ン
ス
さ
せ

た
優
美
な
橋
で
、
従
来
、
千
口
を
越
す
大
ス
パ
ン
の
長
大
橋
に
は

吊
橋
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
本
四
架
橋
の
経
験
と
デ
ー
タ
も

充
分
に
活
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

計
画
中
の
明
石
海
峡
大
橋

（日
取
大
ス
パ
ン
千
七
百
八
十
灯）を
も
凌
駕
す
る
よ
う
な
橋
梁
と

な
る
が
、
現
在
の
土
木
技
術
を
べ
l

ス
に
、
ケ
ー
ブ
ル
や
定
着
金

具
の
改
良
、
超
高
強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
開
発
、
耐
震
・
耐
風
安

定
性
の
計
算
手
法
の
進
歩
など
を
考
虚
し
、
達
成
可
能
と
判
断
し

4
ん

ま
た
水
深
が
浅
く
、
大
型
船
舶
の
航
路
と
な
ら
な
い
部
分
は
、

コ

ン
ク
リ

ー
ト
箱
桁
橋
と
し
た。

主
航
路
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
は
、
六
十
五日
？
と
し
て
い
る
。

通常、橋の大きさはスノ〈ン（支柱聞の長さ）で判断されるが、供用

中の世界の長大橋ベストテンはアメリカのベラザノ・ナロウズ橋

(1298m ）を筆頭に、わが国の関門橋(712m ）までである。 し；かし、

これらを凌ぎ、 また匹敵するような橋が現在施工されている。 イギ

リスのハンパ一橋（ 1410m ）と本四架橋の一連の橋梁一一南、北

備讃瀬戸、下津井瀬戸、大鳴門、因島の五橋かこニに入ってくるo

さらに、計画中のものを含めると、完成のあかっさには世界最大の

橋となる明石海峡大橋（ 1780 m ）をはじめ本四架橋の 4 橋がこれに

加わり、世界の長大橋地図を塗り変えてしまうことになる。

児島 坂出ルートは昭和印年代の中頃に完成の予定。上段は道

路、下段は鋭草。 つまり道路・鋭董併用の大橋梁が、はじめて本州

と四国を結ぶことになる。

・本州四国連絡橋

本!N'I と四国を結ぶ架橋構想は、大正3 年に国会に建議されるなど

かなり古くからある。 しかし調査など具体的な動きが出てくるの

は戦後のことであり、殊に昭和30年代に入ると架橋計画が活発に

推進されるようになる。 これらを背景に、 45年には本州1四国連絡橋

公団が設立され、 48年には明石鳴門、児島坂出、尾道 今

治の 3 ルートが同時着工の予定となっていた。 と二ろが、オイル・

ショックのためこれが一時中断、その後 1 ルートを早期着工するこ

とに方針が変更され、 53年に児島一坂出ルートが起工のはこびと

なった。 他の2 ルートについては、 50年から逐次、大三島橋、因島

大橋（尾道今治）、 大鳴門橋（明石 鳴門）の 3 橋が部分着工し

ている。

世紀のヒ、ツグ・プロジェクトといわれる本四架橋てあるが、その

名にふさわしく児島一坂出ルートだけで総事業費8,400億円（52年

度単価）という大規模なものである。 また、建設される橋の規tlt.

数も“20世紀の国引き”の名に恥じない。

12 
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第
二
区
間
は

、

壱
岐
の
勝
本
よ
り
対
馬
の
竜
ノ
崎
ま

で
の
約
五

十
キ
ロM川
の
で
あ
り
、
海
底ト
ン
、
不
ル
を
掘
削
す
る
。
水
深
は
大
部
分
が

百
い
川
前
後
、
最
大
水
深
は
百
三
十
日
程
度
。
海
底
部
の
地
質
は
、

海
老
島
層
群
、
芦
辺
層
群
に
代
表
さ
れ
る
半
固
結
で
あ
る
。

卜
ン
、
不
ル
の
ル
！
卜

は
、

は
ぱ
直
線
を
設
定
。
最
大
勾
配
は
二

%
（
百
灯
に
什
き

こ
れ
の
傾
斜
）
、
最
小
勾
配
は
湧
水
が
自
然
流

下
で
き
る
0
・

三
1

0
・

五
%
と
し
、
土
被
り
（
海
底
か
ら
ト

ン

ネ
ル
ま
で
の
深
さ
）
は
百
川
程
度
と
考
え
た
。

調
査
の
結
果
、
こ

の
区
間
の
対
馬
寄
り
に
断
層
の
存
在
が
判
明

し
た
が
、
津
軽
海
峡
に
お
け
る
断
層
に
比
し
数
が
少
な
く
、
ま
た

卜
ン
、
不
ル
延
長
、
水
深
な
ど
も
青
函
ト

ン
、
不
ル
と
は
ぼ
同
程
度
。
て

あ
る
こ

と
か
ら
、
引
在
の
制
削
技
術
て
ト允分
可
能
な
「
ム
事
で
あ
る
。

ト
ン
、
亦
ル
は
海
底
部
四卜
九
J
υ
川、

陸
上
部
ト

一キ
ロ
υ
ぺ
て

、

ル

l

卜
図
の
よ
う
に
、

一
－
本
の
本
ト
ン
、
不
ル
（
内
律
ム
ハ
い
川
）
と
サ

ー

ビ

ス

・

ト
ン
、
亦
ル
の
、
計一A

本
を
川
叩
削
す
るこ
と
と
し
た
。

し
か
し
、
道
路
ト
ン
、
亦
ル
に
お
け
る
最
大
の

、
汗
ツ
ク
は
、
換
気

の
問
題
で
あ
る
。

今
凶
の
場
合
、
延
長
六
卜
J
日
の

一
車
線
ト
ン

、不

ル
仁
お
い
て

、

交
）
州
互
恵
一千
二
百
行
／
毎
時
を
想
定
し
て
計
画
勾
配

に
て
換
気
量
を
概
算
す
る
と
、
換
気
仁
要
す
る
断
面
が
非
常
に
大

き
く
な
り
、
本
ト
ン
、
不
ル
の

一
丁
五
倍
も
の
断
－
山
積
を
も
っ
換
気

専
用
ト
ン
、
不
ル
が
必
要
と
な
る。

し
か
も
、
膨
大
な
換
気
設
備
、

複
雑
な
維
持
管
理
や
事
欣
、
火
災
な
ど
の
問
題
を
苧
え
A円
わ
せ
る
と
、

現
時
点
て
は
、

可
能
で
あ
る
。

こ

の
ト
ン
、
不
ル
に
自
動
車
を
走
ら
せ
るこ
と
は
不
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換
気
の
問
題
は
、
次
の
刈
鳥
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
の
海
中
ト
ン
、
不

ル
に
お
い
て
も
午
じ
る
も
の
で
あ
り
、
不
吋
避
の
難
問
な
の
で
あ

る
。

こ

の
た
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム
は
、
「
あ
く
ま
で
、
ド
ラ
イ

ブ
ウ
ェ
イ
と
し
て
、
自
動
車
を
走
ら
せ
る
」
場
合
と
、
「
引
時
点

で
光
分
可
能
な
代
特
案
を
与
え
て
み
る
」
｜

1

－
」
の内
方
向
か
ら

換
気
の
山
一
也
を
検
討
し
た
。

そ
の
結
果

①
全
体
の
工
期
を
二
十
年
と
想
定
し
た
場
令
、
二
卜

一
附
紀
初
頭

に
は
電
気
向
動
車
や
水
素
自
動
車
な
ど
の

一
般
化
が
考
え
ら
れ
る

。

⑦
代
替
案
t

し
て
は
、
自
動
車
専
用
輸
送
の
鉄
道
で
あ
る
ピ
ギ
l

・

パ
ッ
ク
、
あ
る
い
は
カ
1

・

ト
レ
イ
ン
ー
と
い
っ
た
ト
刀
法
が
有
力
で

あ
る
。

と
の
結
論
に
達
し
た

。

①
案
の
電
気
向
動
車
に
つ
い
て
は、

近
未
来
の
主
流
と
な
る
乗

物
・
と
し
て
、
向
動
車
業
界
や
専
門
家
が
第一
に
取
り
上
げ
て
お
り

、

水
素
自
動
車
な
ど
t

同
様
、
大
気
汚
染
問
題
を
解
決
す
る
自
動
車

で
あ
る
t

こ

ろ
か
ら
、
ト
ン
、
不
ル
内
の
換
気
も
問
題
と
な
ら
な
く

な
る
引
で
あ
ろ
う。

ま
た
将
来
、
換
気
設
備
に
お
け
る
技
術
革
新
が

進
み
、
有
効
な
換
気
シ
ス
テ
ム
の
開
発
も
期
待
さ
れ
る。

但
し
、
共
に
近
未
来
の
可
能
性
を
前
提
と
し
た
考
え
で
あ
り
、

A
I向
こ
こ
で
は
、
現
時
点
。
て
の
最
良
案
と
し
て
カl
・

ト
レ
イ
ン

に
よ
る
輸
送
方
法
を
係
用
し
た

。

こ
う
し
て
カ

l

・

ト
レ
イ
ン
に
よ
り
運
搬
さ
れ
た
自
動
車
は
、

対
馬
の
安
神
に
上
陸
す
る。

対
馬
内
は
は
ば
既
存
の
同
道
三
百
八

卜

二

号
線
を
北
上
し
、
佐
惑
に
干
る
。

・青函トンネル
青函トンネルは、 日百手045年に着工、 すでに叩年目を迎え、 完成に

あと数年を要するヒーッ グ・フロジェク卜である。 全延長53 . 9km （海

底部23 . 3 km） というかつて類例をみない長大トンネルであり 、 世界

中の注目を集めている。

津軽半島 （竜飛） と北海道の渡島半島 （吉岡） をトンネルで桔ぶ構

想は戦前からあった。 これが戦後、 青函連絡船の沈没事故などを

契機に具体化し 、 十数年に及、河周査期間を経て起工に至ったもの

である。 最大水深1 40 mの海底から さ らに 1 00m もの下にトンネル

を掘削する難工事であるが、 現代のトンネル技術の粋を集め諸問題

を解決している。 わが国の土木技術のレベルの高さを示したもの

と いえよ う 。

なお、建設総額は現在 4 .6 50 億円と見込まれている。

14 
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（
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三
区
間
）

朝
鮮
海
峡
を

渡
り
釜
山
へ
と
至
る

第
三
区
間
は
、
海
中
ト
ン

、
亦

ル
を
通
す
噌
」
と
と
し
た。

こ

の
区
間
の
水
深
は
約
五
十
1

百
川
の

、

平
坦
な
地
形
が
大
部
分
を
占

め
て
い
る
。

し
か
し
戦
後
の
調
査
に

ト
品
打ノ

対
馬
の
北
西
部
十
J
H
川
の
沖
合
に
、
最
大
水
深
二
百
二
十

灯
の

凹
地
が
、
幅
約
十
キ
ロ
い
川に
わ
た
り
対
馬
と

並
行
し
て

走
っ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る。

こ
れ
は
対
馬
ト
ラ
フ
と
呼
ば
れ
、
太
古
の
断
層
運
動
を
反
映
し

た
も

の
で
格
差
数
百
訂
以
上
の
正
断
層
と
な

っ
て
い
る
。

ま

た
断

層
間
の
山
地
に
は
、
厚
く
軟
弱
な
堆
積
層
が
あ
る
。

こ

の
よ
う
な
地
層
か
ら

、
海
底
ト
ン
、不
ル
の
掘
削
は
小
適
当
と

判
断
し
、
海
中
ト
ン
、亦
ル
案
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る

。

海
中
ト
ン
、
不
ル
は
、
専
用
ド
ッ
ク

に
お
い
て
鋼
鉄
枠
と
コ
ン
ク

リ

1

ト
に

よ

り
製
作
さ
れ
た
パ
イ

プ
で
あ
り
、
海
t

を

曳
航
し
、

海
面
付
近

、

て
、ド

ッ

キ
ン
グ
し
た
の
ち
、

継
ぎ
足
し
な
が
ら

徐
々
に

海
中
に

設
置
す
る

。
設
置
の
水
深
は

、

海
上
交
通
の
航
路
を
確
保

し
て

、

海
面
下
五
卜

灯
と
し
た
。

海
中
ト
ン

、
亦
ルは

、

そ
う
さ
い

浮
力
に
よ
り

荷
重
を
相
殺
で
き

る
と
い

Pフ

大
き
な

魅
力
が
あ
り
、

昭
和
三
十
年
代
の
は
じ

め
に

明
石

ま

た
、

海
峡
に
同
様
の
方
法
が
提
案
さ
れ
て
い
た
り

、

更
に
前
述
の
メ
ツ

シ
ナ
架
橋
に
お
い
て
も
こ

の
案
が
真
剣
に
検
討
さ
れ
た
経
緯
か
ら、

そ

う
し

た
デ
ー

タ
も
参
考
と
し

た
。

パ
イ
プ
自
体
の
荷
重
や
浮
力
の
ほ
か

海
中
ト

ン
、
不
ル
の
場
合
、

仁
、
走
行
車
輔
に

よ
る
荷
重
と

、

鉛
直
力
も

t
r
d
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

潮
流
や
波
浪
に
よ

る
本
平
力
と

こ

れ
ら
を
ア
ン

カ
ー
と
海
中

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に

よ
っ
て
支
持
さ
せ

、

海
中
に
定
置
さ
せ
る

。

ま
た
、

相
当
深
い
海
底
に
基
礎

海
中
ト
ン
、
不
ル
の
建
設
に
は
、

を
つ
く
る
た
め

海
洋
土
木
下
事
の
古
川
い
技
術
が
必
要
と
さ

れ
る
。

こ
こ

で
は
、
現
在

、

北
海
な
ど
で
進
め
ら
れ
て
い
る
海
底
油
田掘

削
技
術
を
応
則
し
て
、
施
工
す
る
計
画
を
立
て
た
。

以
上
、
第

一
1

第
三
区
間
の
建
設
概
要
で
あ
る
が、

、
」
れ
に
要

す
る
建
設
費
用
は

、

カ
l

・
ト

レ
イ
ン
な
ど
の

施
設

、

設
備
費
を

除
い
て

一

調
査
期
聞
を
除
く
と
、

4

兆
円
を
上
回
り
、
ま

た
工
期
は
、

橋
梁
部
分
が
十
年
、
全
体
で
は
着
て
後
二
十
年
程
度
と

想
定
し
て

い
る
。

作
業
を
終
え
て

人l
川
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
作
業
を
一
泊
し
て
わ
れ
わ
れ
が

も
っ
と
も
強
く
感
じ
たこ
と
は
、
日

本
の
鳥
因
性
で
あ
っ
た。
島

凶
で
あ
る
故
に
、
占
米
、
日

本
人
は
大
陸
と
の
交
流
を
の
ぞ
み
、

ま
た
同
じ
理
山
か
ら
他
同
の
進
出
を
怖
れ
て
凶
を
閉
ざ
し

た
、
」と

も
あ
っ
た
。

海
に
道
を
つ
け
よ
う
と
す
る
今川
の
構
想
も
、
そ
う

し
た
烏
同
u

本
に
住
む

、

わ
れ
わ
れ
な
ら
ば
こ

そ
の
発
忽
で
あ
ろ

う

。

そ
の
た
め
、
さ
ま
、
ざ
ま
な
視
点
か
ら
技
術
的
な

川
題
を
検
討

し
、

こ
こ

に
提
案
し
た
よ
う
な
「
海
の
道
」

を
誌
上
に
つ
く
り
上

げ
て
み
た
の
で
あ
る。

し
か
し
、

こ

の
道
が
川中
高
の
も
の
と
な
る
に
は
、
数
多
く
の
難

問
が
あ
る
こ
？
と
だ
ろ
う。

そ
れ
は
技
術
的
な
も
の
よ
り
も
、
む
し

主園田時E岨即日偶町一皿『圃御園圃』..... 司同F恒~· 一 一，岨園曜田・llllll・E

ろ
凶
と
同
’
と
の
山
閃
係
か
ら
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。
わ

れ
わ
れ
が
、
無
遠
慮
に
一一国
間
に
道
を
通
し
た
よ
う
に

、

容
易
に

道
が
全
線
開
通
す
る
日
は
遠
い
こ

と
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
現
実

状
況
を
越
え
て
、
今
回
の
わ
れ
わ
れ
の
作
業
が
、二十

一
世
紀
へ

の
架
け
橋
・
・
：
：
ひ
と
つ
の
贈
り
物
と
な
る
こ

と
を
折
り
た
い。

作
業
に
あ
た
り
、
大
阪
大

学
・
伊
縦
一
回問維
教
段
、
は
川rれ
大
学
・

川
れ
何4A
郎
教

佼
、
日
本
大
山
下
・

伊
吹
山
四
郎
教
授
、
日

本
物
田
内
山
林
鏑
株
式
会
社・
宮
崎
政
一
二

常
務
取
締
役
、
カ
メ
ラ
マ
ン

・

石
嘉
一
旬
氏
は
か
、
多
く
のト
々
々

の
ご
協
力
企
戴

い
た

。
同
叩
く
御
礼
申
し
卜

e

げ
た
い
。

・ドーパー海峡トンネル

イギリスとフランスを境するドーパー海帳にトンネル建設を計画

したのは、ナポレオンが最初だとされている。 200年近く前のこと

である。 それ以来、 幾度となく両国で計画され、試掘坑さえ掘られ

ながらも軍事、 経済上の理由などて計画が中断されてきた。

この ドーパー海峡は、幅約35 km 、 最大水深約60mの海峡で、 イ

ギリスのフォークストンとフランスのカレーを結ぶルートが最安盟巨

離である。 何回かの計画変更でトンネル延長も52km案や36 km案が

出るなど、 計画内容は最終的に固まっていないが、 青函トンネル

の条件と対比してもわかるように、 技術的にはまず問題無いとい

うのが大方の結論である。

海底トンネル案のほか、沈埋トンネルも提案されるなど最近にな

り新しい動きもあり 、 建設費等の問題が解決されれば、 近々建設

計画の最終決定も予想されている。
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